
症例カンファレンス
咳嗽

えみクリニック東大前

令和6年10月28日

菅沼栄

1



症例

性別：女性 年齢：35才 初診：X年10月

主訴：発熱、咳嗽１日。

現病歴：第一児出産の為入院3日目、咽喉痛、頭痛、発熱38℃、

節々痛い、咳嗽、痰が出にくい、軽い口渇、検査コロナ陽性、

「麻黄湯」「銀翹散」を服用し、帝王切開で出産。

産後高熱が下がったが、午後微熱、胸が痛くなるぐらいひどい咳が

止まらない、痰が黄色く、頭重、頭痛、吐き気、全身の倦怠感、食

欲不振、軟便。

既往歴：特にない。

望診：顔色やや黄色く、舌紅、厚膩苔。

切診：なし
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弁証論治
肺に侵入 肺失宣降 肺気不利

温熱外邪

外熱内湿 熱灼肺津 肺失清潤 肺気上逆

痰濁阻気 肺気不和

痰湿穢濁

痰湿困脾 鬱而化熱 湿熱蘊蒸 熱傷肺絡

倦怠感、食欲不振 微熱、頭重、頭痛、 胸痛

吐き気、面黄、 黄痰、舌紅、苔黄

軟便、苔膩
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中医病名：咳嗽（咳：音あり痰がない・嗽：痰があり音ない）

弁証：温熱邪毒 肺失宣降 湿熱鬱蒸

論治：宣肺清裏 化痰止咳 芳香化湿

処方：五虎湯２×

清肺湯2×

平胃散2×

経過：２日後咳が楽になった。全身が軽くなった。微熱、頭重、

頭痛、食欲などが改善された。舌苔がきれいに取れて、

正常舌になった。出産一週間後退院した。

※ 外邪が体内に侵入して、化熱することが多く、辛涼剤を併用

する

※ 凝滞する痰濁は邪気の発散を阻害する。燥湿運脾の平胃散を

併用する

※ 肺は痰を貯える器 脾は痰を生む源
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